
彙

報

　
法
華
経
丈
化
研
究
所
（
安
田
治
樹
所
長
　
ご
は
、
、
平
成

11＋
　
1
年
度
・
令
和
．
兀
年
度
に
お
い
て
以
ド
の
活
動
を

行
っ
た

　
法
華
経
丈
化
研
究
所
で
は
、
仏
教
の
東
西
伝
播
に
関
わ

る
歴
史
文
化
の
諸
相
解
明
を
］
的
と
し
て
、
．
平
成
．
．
十
六

年
ば
以
来
、
疋
ぷ
丁
伸
巾
山
ん
学
科
‥
と
浦
工
般
糸
ー
ノ
て
立
正
大
ロ
ポ
ウ
ズ

ベ

キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
（
安
田
治
樹
調
査
隊
長
）
を
組

織

し
、
も
っ
ぱ
ら
同
国
ス
ル
ハ
ン
ダ
リ
ヤ
州
の
テ
ル
メ
ズ

市
西
郊
に
所
在
す
る
カ
ラ
・
テ
へ
仏
教
伽
藍
柑
を
対
象
と

し
て
、
発
掘
を
含
む
現
地
調
査
、
特
別
講
演
会
、
調
査
報

告
会
、
お
よ
び
調
査
概
報
の
公
刊
等
を
行
っ
て
き
た
　
当

初
五
ヶ
年
乃
至
卜
ヶ
年
を
予
定
し
た
カ
ラ
・
テ
へ
調
査
は
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
五
年
目
に
あ
た
る
平
成
三
1
．
年
度

を
も
っ
て
一
旦
終
止
符
を
う
ち
、
本
令
和
、
兀
年
度
中
に
そ

の

最
終
報

告
書
を
公
刊
の
予
定
で
あ
る
　
な
お
同
調
査
は

過
去
＝
．
ヶ
年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
か

ら
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
「
に

採
択
さ
れ
（
三
ヶ
年
継
続
）
、
こ
の
間
カ
ラ
・
テ
ペ
調
査
の

総
括
と
本
学
事
業
の
ひ
ろ
く
内
外
へ
の
認
知
を
企
図
し
て
、

平
成
一
、
一
十
年
十
一
月
に
ウ
ズ
ベ
ク
か
ら
研
究
者
五
名
を
招

聴
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
成
功
裡
に
閉
幕
し
た
．

　

カ
ラ
・
テ
ペ
と
同
じ
く
テ
ル
メ
ズ
市
西
郊
に
所
在
す
る

ズ
ル
マ
ラ
仏
塔
は
、
近
年
と
り
わ
け
風
化
頽
殿
が
著
し
く
、

本
学
調
査
隊
も
は
や
く
か
ら
そ
の
調
査
、
保
全
の
急
務
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
一
部
測
量
や
周
辺
調
査
を
試
み
て

い

た
．
’
カ
ラ
・
テ
ペ
の
発
掘
調
査
を
終
え
る
平
成
二
十
九

年
度
か
ら
は
、
調
査
対
象
を
こ
の
ズ
ル
マ
ラ
仏
塔
に
移
し
、

気
象
観
測
機
器
を
設
置
し
て
経
時
的
な
デ
ー
タ
の
集
積
に

努
め
る
と
と
も
に
、
n
乾
煉
瓦
の
耐
水
性
の
検
証
や
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
地
ド
探
杏
、
塔
体
の
レ
ー
ザ
ー
実
測
、
空
中

か

ら
の
初
の
ド
ロ
ー
ン
動
画
撮
影
、
さ
ら
に
テ
ル
メ
ス
大

学

と
共
同
し
て
塔
周
辺
の
数
カ
所
で
ト
レ
ン
チ
一
試
掘
坑
」

を
掘
る
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
　
こ
れ
ら
は
将
来
の
塔
の

保
全
修
復
事
業
に
向
け
て
の
基
盤
整
備
と
し
て
必
要
な
調

査
で
あ
る
　
本
学
の
フ
ラ
ン
デ
x
’
ン
グ
如
業
に
仁
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
同
事
業
は
当
面
令
和
三
年
度
ま
で
継
続
し
、

最
終
年
に
に
報
告
占
を
公
刊
の
．
r
定
で
あ
る

　

同
事
業
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ハ
H
ト
で
あ
る
テ
ル
メ
ズ
大
学

は
r
テ
ル
メ
ズ
考
占
博
物
館
と
と
も
に
．
平
成
二
十
L
年
以

：

k
l
T
・
‥
；
と
調
査
に
関
わ
る
事
業
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

同
大
学
か
ら
は
毎
乍
発
掘
等
の
支
援
を
乏
け
る
と
と
も
に
’

本
学
教
昌
ハ
が
過
去
二
年
の
問
に
［
本
疋
化
に
関
わ
る
講
演

を
行
い
、
今
年
度
は
九
月
に
本
学
文
学
部
教
授
　
池
ヒ
悟

先
生
（
当
研
究
所
特
別
所
員
、
調
査
隊
副
隊
長
）
が
漢
鏡

を
通
し
て
の
古
代
東
西
交
渉
に
つ
い
て
講
演
し
た

　
本
年
度
の
法
華
経
－
文
化
研
究
所
研
究
例
会
の
第
一
回
⌒
令

和
元
年
五
月
二
十
九
［
）
は
’
当
研
究
所
研
究
員
・
本
学

仏
教
学
部
助
教
　
久
保
真
紀
子
先
生
に
よ
る
「
ア
ン
コ
ー

e
期
の
寺
院
建
築
に
み
ら
れ
る
尊
像
配
置
と
統
治
理
念
一

と
題
す
る
発
表
講
演
が
な
さ
れ
た

　

第
二
回
（
令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
）
は
、
本
学
仏
教

学
部
仏
教
文
化
講
座
と
の
共
催
で
、
上
智
大
学
教
授
・
上

智
大
学
ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
石
澤
良

昭
先
生
に
よ
る
「
祇
園
精
舎
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
絵

図
面
の
発
見
と
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
　
一
と
題
す
る
講
演
が

な
さ
れ
た

　
t
弔
一
二
回
　
（
ム
刀
和
二
兀
年
十
月
1
1
！
十
日
）
　
μ
吐
、
　
中
ヨ
研
究
所
研

究

員
・
本
学
仏
教
学
部
講
師
　
岡
田
愛
先
生
に
よ
る
で
公

教
育
で
宗
教
を
教
え
る
た
め
の
課
題
と
方
法
－
‘
‘
米
国
コ
公

立
学
校
で
宗
教
を
教
え
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
＝
τ
参
考

に
　
」
と
題
す
る
発
表
講
演
が
な
さ
れ
た

　
第
四
回
（
令
和
元
年
十
一
月
二
十
七
n
）
は
、
当
研
究

所
所
員
・
本
学
仏
教
学
部
教
授
　
安
中
尚
史
先
生
に
よ
る

二
爪
正
人
学
に
お
け
る
僧
W
養
成
と
U
蓮
宗
の
僧
侶
資
格
」

と
題
す
る
発
表
描
演
が
な
さ
れ
た

　
計
眼
　
久
保
継
成
先
生
「
当
研
究
所
枢
機
顧
問
］
は
、

へ11

和
元
年
卜
一
月
l
’
1
H
逝
去
さ
れ
た
　
享
年
八
十
．
二
歳

謹
ん
で
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
．

　

記
紘
　
令
和
元
年
九
月
」
’
八
日
の
両
口
、
第
七
卜
回

H
本
印
度
，
．
ポ
仏
教
学
会
（
於
佛
教
大
学
｝
令
和
．
兀
年
八
月

1
一

十
一
日
・
九
月
一
U
の
両
n
、
日
本
佛
教
学
会
第
．
八
十

九
回
学
術
大
会
〔
於
東
洋
大
学
）
　
令
和
．
兀
年
九
月
十
ご
、
－

十
四
・
卜
五
日
の
三
日
間
、
第
ヒ
ト
八
回
日
本
宗
教
学
会

⌒
於
帝
京
科
学
た
学
）
　
ム
ー
・
和
元
年
十
一
月
八
・
九
日
の
両

日
、
第
ヒ
十
二
回
u
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
人
会
（
於
立
正

大
学
）
が
開
催
さ
れ
た
　
ま
た
、
そ
の
席
ヒ
に
お
い
て
一
坂

本
日
深
学
術
賞
」
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
　
本
年
度

の

受
賞
者
は
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
和
訳
」

に

関
す
る
一
連
の
論
丈
に
吋
し
て
、
当
研
究
所
特
別
所
員

望
月
海
慧
氏
に
決
定
し
た
．

法
華
経
丈
化
研
究
所
第
一
回
研
究
員
研
究
生
研
究
会

田
代
恭
菜
（
研
究
生
）

一
琉
伽
師
地
論
戒
品
の

（
令
和
元
年
ヒ
月
二
十
四
日
）

一
考
察
」

法
華
経
文
化
研
究
所
第
二
回
研
究
員
研
究
生
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ム
r
－
和
一
兀
年
－
ド
月
l
1
1
十
l
l
　
）

　
浅
野
学
（
研
究
生
）

　
　
円
珍
『
法
華
論
記
゜
「
の
撰
述
に
関
す
る
一
考
察
」

　
中
井
本
勝
（
研
究
昌
二

　

「
吉
蔵
と
智
蔵
と
の
二
諦
説
の
差
異
に
つ
い
て
一

九
九



一二
、

な
お
、
本
第
四
十
六
号
は
、
安
出
治
樹
所
長
の
退
職
を

記
念
し
て
関
係
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
論
考
に
よ
る
特
集

号
と
し
た
．
．
大
方
の
諒
解
を
乞
い
た
い

法
華
経
文
化
研
究
所
役
職
員

　

　

　

　
　
　
［
平
成
三
十
一
年
度
・
令
和
元
年
度
一

　

　

　

　

　

　
（
令
和
元
年
五
月
十
五
日
現
在
）

枢
機
顧
問
菅
野
u
彰
内
野
日
総
中
川
法
政

　

　

　

久
保
継
成
竹
内
日
祥
庭
野
日
鑛

顧

　

問
伊
藤
瑞
叡
庵
谷
行
古
．
・
冠
　
賢
一

　

　

　

北

川
前
肇
小
松
邦
彰
坂
詰
秀
一

　

　

　

坂

輪

宣
敬
佐
々
木
孝
憲
仲
澤
浩
祐

　

　

　

原
　
　
実
松
村
壽
巌
、
二
友
健
容

　

　

　

宮
川
了
篤
渡
邊
實
陽

参
　
与
塩
田
義
徹
松
永
慈
弘
松
井
大
英

　

　

　

北
山
孝
治
旧
中
恵
紳
木
村
吉
孝

　
　
　
木
勺
隆
忘

所
長
安
田
治
樹

副
所
長
秋
田
貴
廣

所
員
秋
田
貴
廣
安
中
尚
史
高
橋
尭
英

　

　

　

丹
治
恭
子
弄
島
一
具
芋
尾
旋
智

　

　

　

戸

川
裕
久
則
武
海
源
原
　
愼
定

　

　

　

＝

輪
是
法
安
田
治
樹

特
別
所
［
貝
　
秋
山
光
丈
　
ア
ル
ス
グ
リ
・
グ
リ

　

　

　

伊
加
利
庄
平
池
七
悟
池
ヒ
要
靖

　

　

　

行
川
智
宏
板
倉
聖
哲
伊
藤
瑞
康

　

　

　

今
成
．
兀
昭
岩
田
諦
静
川
が
本
篤
ど

　

　

　

上

田
本
昌
江
川
式
部
及
川
亘
介

　

　

　

人
森
宣
昌
岡
田
行
弘
岡
田
直
∵
琴
ポ

　

　

　

9
！
野
光
賢
苅
谷
定
彦
河
付
孝
照

　

　

　

菅
野
龍
清
北
村
行
遠
木
付
中
一

　

　

　

桐
谷
征
一
全
　
た
鶴
偏
　
的
坤

　

　

　

窪
田
哲
正
黒
川
日
出
男
桑
名
貝
．
止

研

究

員

研
究
生
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